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代謝に影響を及ぼし得る抗HIV薬は、
高齢者には慎重に使用
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*有効なARTはHIVANの進行を止めることができるため、避けるべきではない。

影響 慎重投与 コメント

CVD リトナビルでブーストしたPI1

ABC2

糖尿病、または高インスリン血症を有する患者には
避けるべきである1。
いくつかのコホートにおいて、心筋梗塞リスクの増
加と関連づけられている2。

腎臓* TDF NRTIのTAFは、TDFよりも腎臓への有害作用を示す
可能性が低い3。

肝臓 PI
NVP4

使用開始の数ヵ月後に、肝毒性が発現する可能性が
ある。

骨 TDF4

EFV、ZDV
TAFは、TDFよりも骨への有害作用を示す可能性が
低い5。
ビタミンD濃度に影響を及ぼす可能性がある。

中枢神経系 EFV 浮動性めまい、不眠症、集中力障害5

体重増加 INSTI
TAF

INSTI＞抗HIV薬の他のクラス6

TAF＞TDF7
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